














































れてきた。この一環として筆者らは 2015 年 10 月下旬～11 月にかけて、当時の JGRAD登録
者（約 2,400～2,700 名1）から大学側の推薦等に基づいて抽出した博士課程在籍者（22 名）に













2015 年 10 月下旬から 11 月にかけて、JGRAD登録者（約 2,400～2,700 名）から大学側の
推薦等に基づいて抽出した博士課程在籍者（22 名）に対し、フォーカス・グループ・インタビ
ュー（FGI）を行った。ただし、22 名のインタビュー参加者のうち、社会人学生 1 名について
は単独インタビューを実施し、残りの 21 名については属性の類似したフォーカス・グループ





                                                        
1 2015 年 10 月時点のアカウント発行総数 10,573 名、登録者数（ログイン数）2,470 名、 
2015 年 11 月時点のアカウント発行総数 11,979 名、登録者数（ログイン数）2,709 名。 
 2 
にまとめた。 
各フォーカス・グループの属性は、主として 4 つの属性で記述される。大学の特性（属性 1）
























FG1 3 国立総合大学 男女混成 日本人 理工系 
FG2 4 国立技術系大学 男女混成 日本人 理工系(農学含む) 
FG3 5 私立技術系大学 男女混成 日本人 理工系 
FG4 3 私立総合大学 男女混成 日本人 理工系 
FG1W 4 国立総合大学 女性のみ 日本人 理工系/人社系 
FG4F 2 私立総合大学 男女混成 留学生 理工系 
S1 1 国立総合大学 男性のみ 日本人 人社系 
（出典）筆者作成  
                                                        
2 FG2 のみ、「農学」を含む。 





各フォーカス・グループに対して、2015 年 10 月から 11 月にかけて FGI を合計 6 回、社会
人博士課程学生に対する個別インタビューを 1 回実施した。FGI は、文部科学省科学技術・学






















                                                        
4 調査の全体設計及び分析は筆者（NISTEP）の責任で実施した。なお、FGI の一部を NISTEP と株式
会社 野村総合研究所の共同チームで実施した。 
5 FG1W のみ NISTEP 1 名で実施したが、その場合、大学側の参画を得て複数で観察した。 
 4 
概要図表 1-2 インタビュー調査における主な質問 
 論点 議 題 主な質問 
論点 1 博士課程進学の動機 ・なぜ博士課程に進学したか 













論点 5 博士課程在籍者の就職観 ・専門分野と就職の関係についてどのように考えているか 
























概要図表 2-1 参加者のプロファイル・データセット 
 
国籍 性別 学年 専門分野 職歴 現職 キャリア志向性 

















































































































ａ 1 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 
ｂ 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 
ｃ 1 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 
ｄ 1 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 
ｅ 1 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 
ｆ 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 
ｇ 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 
ｈ 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 
ｉ 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 
ｊ 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 
ｋ 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 
ｌ 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 
ｍ 1 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 
ｎ 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 
ｏ 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 
ｐ 1 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 
ｑ 1 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 
ｒ 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 
ｓ 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 
ｔ 1 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 
ｕ 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 




（ソフトウェア：Mr Torus for Windows XP）を用いた。SOM の作成条件としての学習パラメー
タを概要図表 2-2 に示す。 
 
概要図表 2-2 自己組織化マップ作成に用いた学習パラメータ 
マップサイズ：X 軸 30、Y 軸 24 
学 習 係 数：0.01（1 回の学習による強さ） 
近 傍 半 径：30（初回の学習円のサイズ） 
学 習 回 数：10,000（何回学習するか） 





上記のソフトウェアで作成された SOM には、「島状」の領域（概要図表 2-3 中の明色部分）と
「海状」の領域（概要図表 2-3 中の暗色部分）が現れた。この SOM では、「海状（概要図表 2-3
の暗色部分）」の領域を隔てて、特性が類似していると考えられる参加者の集団が、いくつかの
グループを形成し、「島状（概要図表 2-3 の明色部分）」に出現した6。 
 






 分析 2：博士課程在籍者のキャリアパス等に関する意識 第3章
3.1 論点 1：「博士課程への進学動機」について 

















2) 目的型：（概念「使命感」「戦略性」）（14 名、63%）（重複回答 2 名） 
内発的な自己欲求（好きだ、したい）とはやや異なり、「研究の達成」を「使命感（mission）」





うち 1 名は「戦略」のうち 2 箇所に回答しているため、のべ 7 名になる）。いずれの場合
も、「～のために」（使命感・戦略性）の発想であり、「～したい、やりたい」という嗜好
重視の発想とは異なる。なお、「使命感」9 名と「戦略性」6 名の 2 つに該当する者が 1 名
いるため、全体の人数は 14 名（63%）になる。 
 
















概要図表 3-1(a) 参加者の博士課程進学動機（重複回答） 
 
（出典）インタビューをもとに筆者作成 
（注 1）内発型のうち重複は 2 名(のべ 20 名)、環境型のうち重複回答は 1 名(のべ 18 名) 
（注 2）目的型のうち「戦略」内の重複回答は 1 名(のべ 7 名)、「使命感」と「戦略」の 
重複回答は 1 名。したがって目的型全体で重複回答 2 名(のべ 16 名)となる。 
 






















概要図表 3-1(b) 博士課程進学動機に関するリニア・モデル 
 
（出典） インタビューをもとに筆者作成 
（注） 上記図表のうち、「指導・勧誘」と「モラトリアム」は 1 名重複している。 
 

















概要図表 3-1(c) 博士課程進学動機に関する FGI とアンケート調査の比較 
分類１ 分類２ 分類３ No 主な回答 人数 ％ アンケート質問項目 人数 ％
研究課題に対する興味 596 66.7%
専門をさらに深めたい 549 61.4%
2 純粋に「博士号」がほしい 5 22.7% 博士号を取得したい 360 40.3%
3 もう一度学び直したい 2 9.1%
やり遂げたい研究テーマがある/ 研究課題に対する興味 596 66.7%





7 「国際的」に活躍したい 1 4.5% 国際的な仕事をしたい 126 14.1%
8 自分で「起業」したい 1 4.5%
9 「魅力」ある教員（研究室）/研究環境がある 2 9.1% 特定の教員の指導を受けたい 42 4.7%
10 「魅力」あるプログラムがある 1 4.5% 博士プログラムが魅力的 27 3.0%
11 「フェローシップ/特別研究員」が獲得できた 1 4.5% 奨学金を得られた 47 5.3%
12 「飛び級」できた 1 4.5%
3) 勧誘
（5名） 13 「指導教員」等に勧められた 5 22.7% 指導教員やアドバイザーに勧められた 68 7.6%
14 周りも博士課程に行く/博士進学者が多い 1 4.5% 就職する時期を先に延ばしたい 23 2.6%





































3.2 論点 2：「博士課程の満足度」について 
(1) 調査結果：FGI の意見抽出 
在籍する博士課程に対する満足度については、22 名のうち 15 名（68%）が博士課程の課
程満足度について言及し、うち 10 名（45%）が「満足」、うち 5 名（23%）が「半々」と答
えた。インタビューの中で博士課程の「満足/不満足」を形成する具体的な要因について意見























































3.3 論点 3：博士課程在籍者のキャリアパスに対する不安について 
(1) 調査結果：FGI の意見抽出 





































































3.4 論点 4：博士課程在籍者のコミュニケーション環境 







まず、身近なロールモデルについては、13 人中 3 人が、「理想の博士像はない（2 名）」「参







































































3.5 論点 5：博士課程在籍者の就職観（専門分野との関係） 
(1) 調査結果：FGI の意見抽出 
日本人 20 名のうち 18 名（90%）が回答したが、そのうち 16 名（80%）は「アカデミア
にポジティブ」あるいは「企業にネガティブ」な回答をした。また、同じ参加者が複数の理















































3.6 論点 6：博士課程在籍者の就職対象としての「企業観」 
(1) 調査結果：FGI の意見抽出 
この質問は、論点 5 の「就職観」とも関係が深い質問であり、FGI の中でも、参加者のう













































 分析 3：企業の求める博士人材の能力 第4章
4.1 博士課程在籍者の意識と企業の意識のギャップ 
論点 5、論点 6 で示された博士課程在籍者の専門性に対する考え方や企業観は、企業とのミ
スマッチを形成する一つの要因と捉えることができる。このような意識を持つ博士課程在籍者
が存在する一方で、博士人材を採用する企業の側は博士人材をどのように見ているのだろうか。 






開発部門を中心とするインタビューからの示唆－」（Discussion Paper No.111）【3】 
2) 山脇竹生、松澤孝明．「シンクタンク・コンサルティング企業における博士課程修了者の






















































   中項目及び大項目の整理及び集計結果は以下のとおり（概要図表 4-1(a),4-1(b)）。 
 




















の内容を見ると、以下の 3 つの概念が含まれると考えられる。 
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ープ. DISCUSSION PAPER 111. 2014 年 12 月 
【4】 山脇竹生、松澤孝明．「シンクタンク・コンサルティング企業における博士課程修了者の採用
に関する調査」.第 2 回 RA 協議会（2016 年 9 月 1 日～2 日）ポスター発表資料． 
  
